
（別紙３）

～ 2026年2月13日

（対象者数） 45 （回答者数）
28

～ 2026年1月27日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・跳び箱、平均台などの運動器具を随時増やし、活動の幅を

広げている。

・児童の目的に応じて部屋の選択を行い、活動に合った環境

を提供できるようにしている。

2

児童の成長に応じて日々の目標設定を行い、定期的なMTG

にて目標の振り返り、再設定について職員間で話し合ってい

る。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・分かりやすい画像や文面で保護者への認知を促し、参加に

繋げていく。

・保護者交流ができる時間、子どもと一緒に参加できる時間

など設けられるよう努める。

2

・公園遊びでは地域の児童との関わりも大切に集団で遊べる

よう支援していく。

・イベント参加時は運営されている方との交流も出来るよう

努めます。

3

○事業所名 LEGON Kids谷町

○保護者評価実施期間
2026年1月22日

○保護者評価有効回答数

2026年1月21日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
　　2026　年　3　月　3　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者交流会の認知が進んでいないこと 開催が少なく、保護者に周知・定着ができていない

地域との交流が少ない ・公園遊びは適宜行っているが、地域の児童との交流は少ない

・地域でのイベント等に参加しているが交流に結びつきづらい

用途に応じて多目的に使用できる空間を作っていること 運動時は仕切りを収納して活動部屋を広く使い、

SSTなど小集団や個別で活動を行う際は個室を活用し

集中できる環境づくりを行っている。

児童の将来を見据え、コミュニケーション面や手先の巧緻性向

上など一人ひとりの課題に沿った支援を行っていること

その日の活動に対する目標を児童それぞれに定め、「なぜ

その目標が必要か」「どう行動すれば達成できるのか」等につ

いて児童と共有・話し合いを行って活動に臨んでもらってい

る。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


